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絶 縁 体 か ら の 超 伝 導
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最近,伝導帯の電子と価電子帯の電子の問に実効的に引力が働きうるような有機物質の可能性を
1)

提案 した｡ 本講演では,一般に,絶縁体の価電子が伝導電子と引力的に結びっくことによって,

新 しい形の電子対形成が可能であることを示 したが,この新しい電子対は,従来のクーパー対とは,

全 く異なった性格を持っている.まず第 1に,クーパー対は時間反転対称な状態間のペアであるの

に対 し,今はパ リティの異なる状態間のベアであり,光吸収の実験には,その特異性が現われるこ

とが期待される｡又,対形成は,必ず しも, 2次の相転移に限られず, 1次相転移にもなりうるこ

と,更に,クーパー対の時に導びかれたいろいろな universalreationsは.一切成り立たないこ

となどであるOマイスナー効果についても,クーパー対は,逆の速度をもった電子の対のため,痩

動関数の外場に対する竪さは完全だが,今の場合はそうでないため,完全な堅さではなくなる｡ま

た,バンドの形や,ペアリングのポテンシャルの大きさによっては,ロンドン方程式の係数の符号

が逆転 し,マイスナー効果ではなく,磁場が振動的に結晶中に侵入するような超伝導状態も予言さ

れた｡

以上のように,価電子と伝導電子との対形成は,超伝導研究に新しい局面を拓 くことが予想され,

これに関連する物質の発見,あるいは合成が強 く期待される｡

1) Y.TakadasndM.Kohmoto,Phys.Rev.旦生 ,8872(1990)

SpectrumandtheQuantumHaHEffectontheSquareLattice

withNext-Neares卜Neighborトbpping
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WestudytheenergyspectrumandtheHalleffectofelectronsonthesquarelaHice

withnex卜nearest-neighbor(NNN)hoppingaswellasneares卜neighborhopping.Thislattice

includesthetriangularasaspecialcase. Westudythesystemundergeneralrational

valuesofmagneticfluxunitperunitcell¢-言･ThestructureoH hesecularequation

isstudiedindetailandthekdependenceoftheenergyisanalyticallyobtained.Inthe

absenceofNNNhopping,thetwobandsatthecentertouchforqeven,thustheHall

conductanceisnotwelldefinedathalffilling, Anenergygapopenstherebyintroducing

NNNhoping･恥en¢- 喜,theNNNmodelcoincideswiththemeanfieldHamiltonianforthe
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